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1．研究の背景と目的 

現在 4人に 1人近くを占めている日本の高齢者が健康で豊かな生活を送るために，食生活は

重要な要素である。しかし，食品摂取の多様性に関連する要因の研究は少なく，とくに食品摂

取パターンに関連する要因についてはほとんど知られていない。 

そこで本研究は，近年，著しく増加している都市部の高齢者を対象としてその食品摂取の多

様性及び食品摂取パターンに関連する要因を明らかにすることを目的として行った。 

2．対象と方法 

 東京都世田谷区北沢地域の 65 歳から 70 歳の地域在宅高齢者から無作為に抽出した 1000 名

（抽出割合 12.5％）を対象とし，自記式質問紙による郵送調査を実施した。調査項目は，基本

属性，健康状態，食事の状況及び食品群別摂取頻度，飲酒，喫煙状況，運動頻度などである。

本研究は，桜美林大学が北沢総合支所健康づくり課の委託を受け行った「平成 22 年度健康き

たざわプラン 健康づくりに関するアンケート」のデータを分析することにより実施した。 

3．分析方法 

 食品摂取多様性スコアの分布を年齢・性別・世帯形態別に比較した後，食品摂取の多様性ス

コアと各独立変数との関係を性別に比較した。2 群の平均の差の検定は t 検定，多群の平均の

差の検定は一元配置分散分析を用い，有意差があった場合は Bonferroni 検定にて多重比較を

行った。次いで，食品摂取の多様性スコアを目的変数とした一般線形モデルにより，食品摂取

の多様性に関連する要因を検討した。さらに，12の食品群別食品摂取頻度を用いて主成分分析

により食品摂取パターンを求めた。また，食品摂取パターンの主成分得点を目的変数とした一

般線形モデルにより，食品摂取パターンに関連する要因を検討した。 統計学的分析は IBM 

SPSS Statistics 21を用いた。 

4．結果 

 男性 194 人（19.4％）、女性 226 人（22.6％）から回答を得た。食品摂取の多様性スコアに

有意に関連していた項目は，咀嚼力，朝食の主菜，喫煙状況，運動頻度，食品購入時の栄養成

分表示参考，低栄養の用語の周知，高齢になればなるほど肉類は控えた方がいいについてどう

思うか，であった。12の食品群は，主成分分析により，基本的食材，高脂質含有食品，牛乳・

乳製品・果物，の 3 つの食品摂取パターンに分類された。「基本的食材」には，世帯形態，咀

嚼力，朝食の主菜，喫煙状況，運動頻度，食品購入時の栄養成分表示参考，食品の働き別に 3

つに分ける考え方の周知が，有意に関連していた。「高脂質含有食品」には，咀嚼力，朝食の

主菜，高齢になればなるほど肉類は控えたほうがいいについてどう思うかが，有意に関連して

いた。「牛乳・乳製品・果物」には，世帯形態，朝食の主菜，喫煙状況，運動頻度，低栄養の

用語の周知が，有意に関連していた。 

5．考察 

世帯形態では，夫婦のみ群は，他世代との同居群より「基本的食材」と「牛乳・乳製品・果

物」の食品摂取パターンが多かった。この背景として，他世代との同居群は，虚弱な者の割合

が比較的多く含まれていることが考えられた。咀嚼力，朝食の主菜は，食品摂取多様性及び全

ての食品摂取パターンに関連しており，咀嚼力を保つこと，朝食の主菜をとることが，とくに

高齢者の食品摂取の向上にとっては重要と考えられた。喫煙状況，運動頻度は，「食品摂取多

様性」および「基本的食材」「牛乳・乳製品・果物」の食品摂取パターンに関連しており，こ

れらは保健行動と関連するものと推察された。 

食品購入時の栄養成分表示参考，食品の働きの周知が「食品摂取多様性」および「基本的食

材」と関連し，低栄養の用語の周知が「食品摂取多様性」および「牛乳・乳製品・果物」と関

連しており，食や栄養に関する教育や学習が，高齢者の食に影響するものと考えられた。「高

齢になればなるほど肉類は控えたほうがいい」についてどう思うかは，「食品摂取多様性」お

よび「高脂質含有食品」の摂取パターンと関係していた。「高齢になればなるほど肉類は控え

たほうがいい」と思っている人は，「食品摂取多様性」および「高脂質含有食品」が少なく，

肉類などの動物性食品や油脂類などを不足しないように摂取することの重要性の啓発が重要

と思われた。
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